
　

九
月
一
日
、
十
八
時
三
十
分
か
ら
行

わ
れ
た
例
会
は
、
テ
レ
ピ
ア
（
名
古
屋

市
東
区
）
一
四
階
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

レ
ス
ト
ラ
ン
を
会
場
に
参
加
者
約
三
〇

人
で
行
わ
れ
た
。
登
壇
し
た
中
山
氏
は

「
経
済
の
現
状
」
か
ら
「
成
長
戦
略
」

ま
で
諸
課
題
を
一
〇
項
目
に
分
け
て
列

記
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
基
に
解
説
。

　

初
め
に
「
今
年
四
〜
六

月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
は
前
期
比
マ
イ
ナ

ス
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
対

前
年
比
は
プ
ラ
ス
、
ト
レ

ン
ド
も
好
調
。
ボ
ー
ナ
ス

消
費
時
期
の
前
期
と
比
べ

れ
ば
マ
イ
ナ
ス
は
毎
年
の

こ
と
。
実
証
デ
ー
タ
と
論

理
的
分
析
、
多
面
的
見
方

が
必
要
」
と
指
摘
。

　

そ
の
後
「
一
九
九
二
年

〜
二
〇
一
三
年
は
失
わ
れ

た
二
〇
年
で
、
こ
れ
だ
け

の
デ
フ
レ
は
世
界
史
上
な

い
」
と
し
た
う
え
「
金
融

緩
和
、
財
政
出
動
な
ど
の

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
基
本
的
に
正
し
い
」

と
評
価
。

　

一
方
で
「
企
業
の
内
部
留
保

三
〇
〇
兆
円
超
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

前
の
二
倍
で
史
上
最
高
。
こ
れ
を
設
備

投
資
、
賃
上
げ
、
株
主
還
元
、
企
業
買

収
な
ど
に
活
用
し
、
好
循
環
に
転
換
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
唱
え
た
。

　

さ
ら
に
一
〇
〇
〇
兆
円
超
の
国
債
な

ど
公
的
債
務
残
の
中
で
の
財
政
出
動
な

ど
に
つ
い
て
は
「
ど
こ
ま
で
、
い
つ
ま

で
や
る
の
か
の
判
断
が
肝
要
。
ま
た
公

共
財
で
な
く
私
的
財
の
社
会
保
障
を
ど

う
抑
制
し
税
負
担
と
の
調
整
を
ど
う
方

向
づ
け
る
の
か
も
課
題
」
と
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
「
分
配
よ
り
稼
ぎ
、

格
差
よ
り
成
長
、
構
造
改
革
の
本
丸
は

雇
用
で
、
労
働
市
場
の
流
動
性
を
向
上

さ
せ
る
べ
き
」
と
述
べ
、
最
後
に
「
自

分
の
頭
で
考
え
て
、
理
論
に
自
信
を
持

つ
こ
と
が
大
切
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

七
時
二
十
分
か
ら
の
第
二
部
で
は
、

会
場
を
同
じ
く
し
て
、
晩
餐
を
交
え
た

名
刺
交
換
会
お
よ
び
親
睦
会
を
開
催
。

中
山
氏
の
周
り
に
は
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
講
演
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る

な
ど
、情
報
収
集
に
余
念
が
な
か
っ
た
。

　

第
一
〇
回
東
海
財
界
倶
楽
部
例
会
が
九
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。
東

海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
ら
を
中
心
と
し
た
異
業
種
交
流
会
。
当
日

は
元
東
海
財
務
局
長
で
現
・
中
部
国
際
空
港
監
査
役
な
ど
を
務
め
る
中

山
厚
氏
が
「
日
本
経
済
の
見
方
」
の
演
題
で
講
演
し
た
。
中
国
シ
ョ
ッ

ク
、
金
融
緩
和
、
財
政
健
全
化
な
ど
複
雑
な
経
済
状
況
を
手
際
よ
く
説

明
し
、
そ
の
後
親
睦
会
に
移
り
、
参
加
者
は
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

講演する中山厚氏

第 10回「東海財界倶楽部」例会
中山厚氏による「経済の見方」


